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1 0卓話講師紹介    今 井 裕 一委員長

|ルプ訂 堤 弱 懇 笥 あ 替留f聖 トン 、
1東北芸術工科大学客員講師、東京商工会議
1所セミナー講師、テレビ東京 トレンド番組制
1作,編成会議提案中とご活躍されています。

1 松 戸に会社を起こしてから22年 になります。商品開発・企 |
1画をアウトノーシングを承り、企業に提案する仕事で、お客 |

1様は全国約200社、メインクライアントは大手食品会社、広告

1代理店、携帯電話会社、エンタメメーカーなどです。

1 日 本の業界・市場は2つの病気に罹つています。1つはタ

|―ゲットが分からなくなつている、「お客様が見えない病」で

|す。2つめは「次にどうしていいかわからない病」です。ネット

|などで情報がすぐ手に入るものの、次の段階に進めません。

1情報疲労ともいいます。リ
ーマンショック以降、日本は変わり

1身が早く、今までの企画開発・マーケティングの担当が鞍替
|えになつている状況です。日本の企業を元気にするため、昨

1年末ぐらいから開発部門担当者の若返りがなされています。

|そして、ターゲットの顔やこれからの方向性を見極める時に|

iは、数字で見る、または企業側の目線で都合良く見るという
,ことはやめようという新しい考え方が出てきています。私の

“

1勘ピューター
"に
よりますと、今年秋から年末にかけて各社長|

|い商品を攻撃的に作つてくるでしょう。今、企業は開発に資|

嚢i鋪纂艶好栃&岳ま十
10i翼
協路|

i祭
ル
をしようということです。               |
| “現場観察

"と
いうのは、数字やデータなどに振り回され'

!ず、自分が見たもの、汗をかいたもの、足を運んだものを信|
|じましょうということです。今までの企業はデータ重視でした。|
|しかし、消費者,ユーザーは嘘つきであるというところから出|
1発することが重要で、「定数」であるデータや人の意見を過|
1信しないということです。自分で見たものを信じて、例えそれ|
十がたまたまの「変数」であつても、そこから立脚していくことが|

1    督
必要です。そして自分が確立できるいい情報を捉えることが|
大切です。これらが

“
現場観察

"の
根拠です。       |

“
トレンド観察

ル
というのは、新し物好きが勧めるものを私た'

ちはトレンドとは言いません。「lheart 2 souls」1つの心に2
つの気持ちがあるという時代になつてきていることをわきまえ|
ることです。今の消費者はわがままになっています。個性・自|
1分らしさを好みます。しかし、一方で他人のことが気になる、|
1大多数の人の気持ちを大事にしないと自分が孤立してしま|
う、また、他人の喜びを追体験することにより、より満足感を|

1高めようとします。このように、個性と共感という相反する気持ち
の中で揺れ動いています。今、個性と共感の間にあるものを拾う
という方向性に転じています。

個性と共感の接点であるトレンドから、消費者の次なる欲求を

拾うことができます。私たちは
“
現場
"“
生活トレンド

"を
しつかり見

極めること、また、「マーチング行動」という
“
他人になびいてし

まう・他人と同じことをすると安心するという気持ちがある
"と
いう

ことも踏まえ、今後の参考にして頂きたいと思います。
“
現場
"と“
トレンド
ル
をどのように拾うかというと、身の回りにある

小さな現象や変化をメモすることです。2つの病気に対する大切
‐
なキーワードになります。
| これからは、日本が磨いてきたモノ作りに、気持ちの変化や

|データでは見えない隠れた心を拾い、付加価値を作つていくこ

|とが重要になると思います。モノを見るのではなく、人の行動を

1見ることにより新たなチャンスが見えてくると思います。
1 今 日の話を一言でいうと、「アボガド」です。アボガドの真ん中
|にある種は皆様の商売です。種は食べられません。種の周りの

1濃厚な実が、これから商売を見つけていく重要なカギです。もの

|を磨くというのは、種ではなくそこに介在する周りの実を食べると
いうことを考えることです。
|「 商品・ブランドは真つ直ぐなものさしであり、時代は球体であ

|る。ものさしを球体に当てても、ある境からどんどん離れてしまう
|ので、球体である時代に、いかにものさしを使うかが大事。デー

|夕を追つていては遅れてしまう」と言われています。
1 今 日のキーワードの「アボガド」というのは、例えば、物を売ろ

うとする時の、射幸心をあおる。期待感を持たせる・興味をそそら
‐せるというのがアボガドの種の周りの実です。この周りの実で、こ

|れからの商売・価値が動きます。頭を切り換えて頂かないとこれ
!からの商売のターゲットである特に若い世代の気持ちをつかめ

|ません。

1 近 視眼的に自分達の扱うモノと、それを使ってくれる
一般的

1消費者だけを見るのではなく、ラテラル (水平的)な目線を持つ

|て、店頭に実際買いに来るショッパー(購入客)や、生活者全体
|の自分でも気付いていないヒトの行動を捉え、W皿 (近未来)のド

|キドキや幸せ感を導いていくことが肝要です。
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